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ゴミの分別作業中

バックしてきた！ バックホーに両足挟まれ死亡

２０１５．１．３０ ２０：００

３０日午前１０時半すぎ、新潟県にある産業廃棄物の処理などを行う事業所でゴミの分別作業を

していた従業員の男性（４７）が近くで別の作業をしていた２０代の男性従業員が運転するバック

ホーに両足を挟まれました。男性は病院へ運ばれましたが事故から約１時間半後に死亡しまし

た。死因は出血性ショックでした。警察によりますと、ゴミの分別をしていた男性はバックし

てきたバックホーに巻き込まれたと見られています。警察はこのバックホーを運転していた２０代

の男性従業員から話を聞くなどして事故の原因を詳しく調べています。

2月は、スリップによる正面衝突に注意

◆スリップ事故防止のポイント◆

○対向車とすれ違うときや、カーブの手前では、早めにスピードダウン！

○直前での強いブレーキは、スリップの危険！

○車間距離は長めにとって、運転に余裕を！

○無理な追越しは、絶対にしない！

バック時は 降りて確認 乗っても確認

追突、玉突き事故事故を防ぐ

交差点手前で止まる時は車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

午後5時 信号のない交差点

小学４年生女児、車にはねられ重体

［ ２０１５／１／３０ ８：１９ ］

２９日午後５時５０分ごろ、愛知県の信号のない交差点でピアノ教室へ向かおうと横断歩道

を渡っていた小学４年生の女児が走ってきた車にはねられ、意識不明の重体となっている。女

児はピアノ教室へ行こうと、両親に近くまで送ってもらった直後、事故にあったという。警察

は車を運転していた会社員の男性容疑者（４３）を過失運転致傷の疑いで現行犯逮捕。

ブレーキランプが雪煙で見えず、追突・路外逸脱

圧雪アイスバーン バスが大型トレーラーに追突 13人重軽傷

「地面から舞い上がった雪で、トレーラーに気付くのが遅れた」

（２０１５／０１／３０ １４：３０）

【音威子府】３０日午前７時５５分ごろ、上川管内音威子府村の国道で、宗谷管内猿払村から

旭川市へ向かっていた都市間バスが、男性運転手（５０）の大型トレーラーに追突し路外に逸

脱、路側帯ポールに衝突した。乗客１２人全員が近くの診療所などに運ばれ、女性（４３）が

顔の骨を折るなどの重傷、１１人が軽傷。バスの運転手も足を負傷した。大型トレーラーの運

転手にけがはなかった。美深署は、駐車しようとしたトレーラーのブレーキランプが雪煙で見えなくな

り、バスが追突したものとみて調べている。

シャーベット状態の路面でスリップ、はみ出し

正面衝突 女性死亡

［ ２０１５／１／２９ ２０：０３ ］

２９日午前８時半ごろ、山形県の国道の橋の上で乗用車同士が正面衝突した。この事故で会

社員の女性（６２）が病院に運ばれたが、外傷性ショックにより死亡が確認された。また助手

席にいた女性（６２）と対向の乗用車を運転していた会社員の男性（５１）もそれぞれ肋骨や

腰の骨を折る大けがをした。警察の調べによると現場は会社員の男性からみて左カーブの道路

で、車がシャーベット状態の路面でスリップして対向車線にはみ出したとみられている。


